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応性 T 細胞であることが示された。オステオポンチンは、B 細胞受容体の刺激に


























 以上の研究は個体の免疫老化の特性を規定する老化関連 T 細胞の発生と機能の
解明に貢献しヒトの免疫老化およびループス病の発症の制御に寄与するところが
多い。 
 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 7 月 13 日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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